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◆主な内容◆

・町の人事行政の運営状況　　　　　②～③

・自治会長会議　　　　　　　　　　　　④

・国保　高額療養費について　　　　　　⑤

・足腰の筋力トレーニング　　　　　　　⑥

・要介護認定者の障がい者控除について　　⑥

・五戸総合病院　１月の医師一覧　　　　　⑦

・郷土探訪「五戸地方の馬談義⑩」　　　　⑧

・放課後児童クラブ指導員募集　　　　　　⑨

・ビュッフェ出逢いパーティー　　　　　　⑩

・「こころのふるさと五戸町」フォトコンテスト　　⑫
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五戸町成人式
１月１３日（日）１３：００～

町立公民館

五戸町子育てメイト「クリスマス会」
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職員の勤務時間その他の勤務条件の状況３

　町の人事行政の運営における公平性と透明性を高めるため「五戸町人事行政の運営等の状況の公表に
関する条例」に基づき、人事行政の運営等の状況を公表します。

h 職員の手当の状況　　　　　　　　　　　　　　  （H18年度）

（H18.4.1現在）

（H19.4.1現在）

j 特別職の報酬等の状況　　　　　　 　　　　　　　　　　　　（H19.12.1現在）

a 職員の勤務時間（標準的なもの）　　　　　　　　　　　　　  （H19.4.1現在）

s 年次有給休暇の状況　　　　　　　　　　　　　　　　   （H18.1.1～H18.12.31）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、18年度に退職した職員に支給された平均額です。

※対象期間の途中に採用・退職した職員、休職等の期間のある職員を除く。

d 育児休業、介護休暇の取得状況
（H18年度）

f 職員の分限および懲戒処分の状況
（H18年度）

（H18年度）

g 職員の服務の状況
　①営利企業等従事許可申請の状況

h 職員の研修および勤務成績の評定の状況
　①主な職員研修の実施状況

（H18年度）

（H18年度）

　②勤務成績の評定状況

（H18年度）

（H18年度）

　①公務災害の発生状況 　②措置要求および不服申し立ての状況
j 職員の福祉および利益の保護の状況

※期末手当には役職加算措置があります。

※退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給率に基づき、

　１期（４年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

区　　　分

支 給 割 合

加 算 措 置 の 状 況

１ 人 当 た り

平 均 支 給 額

支 給 率

勤 続 2 0 年

勤 続 2 5 年

勤 続 3 5 年

最 高 限 度 額

そ の 他 の 加 算 措 置

１ 人 当 た り

平 均 支 給 額

区　　　　　　分

支給実績（18年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（18年度決算）

職員全体に占める手当支給職員の割合（18年度）

手当の種類（Ｈ19.4.1現在）

手当の

名　称

全職種

120,966千円

876,568　円

35.8％

８種類

診療手当、応能手当、特別業務手当、呼出手当、診療待機手当、

夜間看護手当、放射線取扱手当、感染症防疫作業手当

五戸町

期末手当

3.0月分

勤勉手当

1.45月分

期末手当

3.0月分

勤勉手当

1.45月分

職制上の段階、職務の

級等による加算措置

・役 職 加 算  ５～20％

国

区　　　分 五戸町 国

区　分 給料月額等 期末手当支給割合 退職手当算定方法等

3.25月分

算定方法　　　　　１期の手当額

町　長 768,000円 768,000円×在職月数×0.455　1,677万円

副町長 609,000円 609,000円×在職月数×0.265　  774万円

※町長、副町長は
　支給額を20％
　減額しています。

※任期毎に支給

議　長 284,000円

副議長 241,000円

議　員

開始時刻

午前８時15分

終了時刻

午後５時

休憩時間

正午～０時45分

１日の勤務時間

８時間

１週間の勤務時間

40時間

制 度 の 概 要

区　分
育児休業

取得者数

介護休暇

取得者数

男性 ０人 １人

女性 11人 １人

計

分限処分

者　　数

懲戒処分

者　　数

免職

0人

免職

0人

休職

0人

0人

降任

0人

1人

降給

0人

1人

計

停職 減給 戒告 計

0人

2人

11人 ２人

申請件数 許可件数

０件 ０件

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

会社の役員等の地位を兼ねる場合

区　　　　　　　　　分

０件 ０件

報酬を得て事業もしくは事務に従事する場合 ５件（統計） ５件

計 ５件 ５件

研修区分

基本研修

専門研修

選択研修

派遣研修

計

受講研修数

４件

４件

５件

０件

13件

受講者数

15人

９人

92人

０人

116人

内　　　　　　容

青森県自治研修所（階層別研修）

　　　 〃 　　　（税務、財務研修）

　　　 〃 　　　（法制執務研修ほか）

現　状 　各職員を、年１回評定基準日を設けて勤務成績について評定をしています。

今　後
　勤務成績を人材育成、任用、給与などに反映するため、新たな人事評価制度の

導入を検討します。

区　　分

措 置 要 求

不服申し立て

前　年　度

未処理件数

０件

０件

要求および

申 立 件 数

０件

０件

処　理

件　数

０件

０件

今　年　度

未処理件数

０件

０件

公務災害

０件

通勤災害

０件

１年につき20日付与

　※付与された翌年に限り繰越可能（最大40日）

平均付与日数

39日

平均取得日数

10日

226,000円

職制上の段階、職務の

級等による加算措置

・役 職 加 算  ５～20％

・管理職加算  10～25％

1,621千円

自己都合

21.00月分

33.75月分

47.50月分

59.28月分

27.30月分

42.12月分

59.28月分

59.28月分

21.00月分

33.75月分

47.50月分

59.28月分

27.30月分

42.12月分

59.28月分

59.28月分

勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

定年前早期退職特例措置

（２％～20％加算）

定年前早期退職特例措置

（２％～20％加算）

6,768千円 22,184千円

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

退

職

手

当

特
殊
勤
務
手
当

区　　　　　　分

支給実績

支給職員１人当たり平均支給年額

支給実績

支給職員１人当たり平均支給年額

18年度

17年度

全職種

18,000千円

54,381　円

27,680千円

80,000　円

時
間
外
勤
務
手
当

内　　　　　容

①配偶者・・・・・・・・・・・・・  13,000円／月

②配偶者以外・・・・・・・ １人につき6,500円／月

※配偶者のいない場合の扶養親族１人目

　　　　　　　　　　　　　　　　　  11,000円／月

※16～22歳の扶養親族１人につき5,000円加算

①借家　家賃に応じて　100～27,000円／月

②持家　3,000円／月

①交通機関利用の場合

　運賃相当額　（最高支給限度額　55,000円／月）

②交通用具利用の場合

　距離に応じて　2,000円～35,000円／月

①行政職等　　　　　　　　　25,000円～  35,000円

②医師　　　　　　　　　　　30,000円～120,000円

①世帯主で扶養親族のいる職員・・・  17,800円／月

②世帯主で扶養親族のいない職員・・  10,200円／月

③その他の職員・・・・・・・・・・　7,360円／月

※11月～翌年３月まで支給。

※Ｈ20.３.31までは経過措置の適用あり。

国の制度

との異同

同

異
　青森県　（と同じ）

異
　青森県　（と同じ）

異

同

扶　養

手　当

住　居
手　当

通　勤

手　当

管理職
手　当

寒冷地

手　当

給
　
　
料

報
　
酬
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町の人事行政の運営状況
h 定員管理の数値目標および進ちょく状況
　①Ｈ18.4.1～Ｈ22.4.1における定員管理の計画

　②定員管理の数値目標の進ちょく状況（実績）の概要

a 職員の採用・退職の状況  （H18.4.2～H19.4.1）

s 事由別退職者数　　　　　　　　　　　　　（H18年度）

d 採用試験の実施状況　　　　　　　　　　　　　  （H18年度）

※（　）は計画始期からの純減数。

f 部門別職員数の状況と主な増減理由　　　   （各年４月１日現在）

a 人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　（H18年度）

s 職員給与費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　（H18年度）

※職員手当には退職手当を含みません。　※職員数はH18.４.１日現在。

d ラスパイレス指数の状況 f 職員の平均給与月額、初任給等の状況
（H19.4.1現在）（各年４月１日現在）

※職員数は一般職に属する職員数。※［　］内は条例定数の合計。

g 年齢別職員構成の状況　　　　　　　　　　　（H19.４.１現在）

g 一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　（H19.４.１現在）

89.1

96.9
96.1

93.593.4

Ｈ18
Ｈ13

87.8

町の人事行政の運営状況
職員の任免および職員数に関する状況１

職員の給与の状況２

※ラスパイレス指数とは、国家公務員

の給与水準を100とした場合の地方

公務員の給与水準を示す指数です。

※類似団体平均とは、人口規模、産業

構造が類似している団体のラスパイ

レス指数を単純平均したものです。

※町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

※「平均給料月額」とは、各職種の職員の基本給の

平均です。

※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われ

る扶養手当、住居手当、時間外勤務手当、通勤手

当などのすべての諸手当の額を合計したもので、

地方公務員給与実態調査において明らかにされて

いるものです。

　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家

公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊

勤務手当等の手当が含まれていないことから、比

較のため国家公務員と同じベースで再計算したも

のです。

H18.4.1現在 退職者 採用者 H19.4.1現在

385人 25人 8人 368人

定年

退職

勧奨

退職

普通

退職

分限

免職

懲戒

免職
失職

死亡

退職

出向

割愛
計

住民基本台帳人口
（Ｈ19.3.31現在）

20,689 人

歳出額
（Ａ）

9,524,027 千円

実質収支

137,107 千円

人件費
（Ｂ）

1,729,397 千円

人件費率
（Ｂ／Ａ）

18.2 ％

前年度の
人件費率

19.7 ％

Ｈ18.4.1職員数

385人

Ｈ22.4.1職員数

336人

純　減　数

△ 49人

純　減　率

14.6％

実　績
職員数

計　画

Ｈ17

（計画始期）

401人

401人

Ｈ19

（２年目）

368人（△ 33人）

369人（△ 32人）

職員数

区　　分 五戸町 国

平 均 年 齢 47.5歳 40.7歳

平 均 給 料 月 額 335,250円 325,724円

平 均 給 与 月 額 368,667円

平均給与月額（国ベース） 357,209円 383,541円

大学卒 172,200円 172,200円

高校卒
初 任 給

140,100円 140,100円

平 均 年 齢

一

般

行

政

職

技
能
労
務
職

46.2歳 48.8歳

平 均 給 料 月 額 282,838円 287,094円

平 均 給 与 月 額 311,687円

平均給与月額（国ベース） 298,779円 320,514円

初 任 給 137,200円 137,200円

区　分

職務内容
標準的な

職 員 数

構 成 比

６級

参事

12人

6.8％

５級

課長

10人

5.6％

４級

課長補佐

20人

11.2％

３級

総括主査
班長、主幹

95人

53.4％

２級

主査

28人

15.7％

１級

主事

13人

7.3％

（Ａ）

198 人

給　　　　　　　与　　　　　　　費

給　　料

784,788 千円

職員手当

71,618 千円

期末・勤勉手当

314,950 千円

計（Ｂ）

1,171,356 千円

給与費（Ｂ／Ａ）

5,916 千円

１ 人 当 た り

17人

職　　　種 申込者数 受験者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 競争率（Ａ／Ｂ）

5人 4人 1人

10人

介 護 福 祉 士

助産師・看護師 9人 7人

4.0

1.3

4人 4人 0人 0人 0人 0人 0人 25人

普

通

会

計

部

門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

一

般

行

政

部

門

区分

部門

職 員 数 対前年

増減数
主 な 増 減 理 由

18年 19年

3

51

16

14

14

20

1

16

135

44

179

154

7

1

5

8

1

13

189

368

3

53

16

31

14

20

1

16

154

44

198

154

7

1

5

8

1

11

187

385

［418］［418］

△2

△17

△19

△19

2

2

△17

減 業務縮小

減 保育所の民営化および廃止

増 包括支援センターの設置

議 会

総 務 企 画

税 務

民 生

衛 生

農 林 水 産

商 工

土 木

計

病 院

下 水 道

教 育 部 門

小 計

簡 易 水 道

国 保 事 業

国 保 直 診

老 人 保 健

介 護 保 険

小 計

合 計

構成比

5年前の
構成比

（Ｈ19）

（Ｈ14）

0

5

10

15

20

25%

20
歳
未
満

20  

〜  

23

24  

〜  

27

28  

〜  

31

32  

〜  

35

36  

〜  

39

40  

〜  

43

44  

〜  

47

48  

〜  

51

52  

〜  

55

56  

〜  

59

60
歳
以
上

計

0 0 14 23 27 29 28 48 59 76 64 0 368人

80

85

90

95

100

五
　
戸
　
町

類
似
団
体
平
均

全
国
町
平
均
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町行政関係者と自治会の代表者が意見を交わした

町長に受賞を報告する三浦順平さん（右から２人目）

町特産品を買い求める参加者

　
町
で
は
、
平
成
19
年
度
の
自
治

会
長
会
議
を
11
月
22
日
、
ア
ピ
ル

五
戸
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に

は
町
内
に
62
あ
る
自
治
会
の
代
表

者
と
町
行
政
関
係
者
ら
が
出
席
し
、

事
前
に
各
自
治
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
質
問
や
要
望
な
ど
を
基
に
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
自
治
会
長
を
務
め

退
任
し
た
佐
々
木
正
弘
さ
ん
（
新

町
）、
川
村
喜
一
さ
ん
（
下
新
井
田
）、

若
林
春
夫
さ
ん
（
石
呑
）
に
三
浦

正
名
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

▼
経
費
節
減
の
意
味
か
ら
小
規
模

自
治
会
（
30
〜
50
戸
以
下)

の
統

廃
合
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
の
成
り
立

ち
や
経
過
お
よ
び
地
理
的
条
件
な

ど
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
円
滑
な

運
営
を
し
て
き
て
お
り
、そ
の
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
き

た
組
織
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
自
治
会
の
統
合

や
分
合
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
自
治
会
か
ら
の
意

見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
統
廃
合

等
に
つ
い
て
自
治
会
か
ら
の
申
し

出
が
あ
れ
ば
、
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
総
務
課
﹈

▼
小
渡
南
田
ノ
沢
線
の
不
法
投
棄

と
思
わ
れ
る
ご
み
の
処
理
に
つ
い

て
。

　
過
去
に
撤
去
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
撤
去
し
て
も
す
ぐ
に
捨

て
ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。
地
域

の
方
々
が
環
境
衛
生
・
保
全
に
関

心
を
持
ち
、
不
法
投
棄
さ
れ
な
い

よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
不
法
投
棄
物
に
つ
い
て

は
、自
治
会
と
の
共
同
に
よ
り
撤

去
作
業
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
保
健
衛
生
課
﹈

▼
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
。

他
市
町
村
で
は
早
く
か
ら
実
践
し

て
い
る
が
、
五
戸
町
は
な
ぜ
今
か
。

　
農
山
漁
村
地
域
で
自
然
、
文
化
、

人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型

の
余
暇
活
動
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
合
併
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
位
置
付
け
さ
れ
、
町
の
事
業
施

策
の
中
で
も
優
先
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
17
、
18
年
度
は
、
多
く
の

町
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
研
修
や
学
習
会
な
ど
を
主
体

に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
19
年
度

は
テ
ス
ト
体
験
な
ど
を
織
り
込
ん

だ
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
部
会
ご

と
の
研
究
の
積
み
重
ね
の
中
で
今

後
の
方
針
や
実
施
体
制
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

﹇
農
林
課
﹈ 

　
11
月
24
日
、
東
京
五
戸
会
（
藤

村
喜
重
治
会
長
）
の
第
14
回
総
会

が
東
京
都
の
上
野
精
養
軒
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
関
東
近
郊
の
五
戸

町
出
身
者
と
、
三
浦
正
名
町
長
は

じ
め
町
関
係
者
ら
合
わ
せ
て
２
０

０
人
余
り
が
参
加
し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
町
特
産

品
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
南
部
せ
ん
べ

い
や
ア
ピ
オ
ス
な
ど
が
展
示
販
売

さ
れ
た
ほ
か
、
せ
ん
べ
い
汁
も
振

る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
懐
か
し
い

“
ふ
る
さ
と
の
味
”
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
舘
町
神
楽
舞

な
ど
の
郷
土
芸
能
も
披
露
さ
れ
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
三
浦
順
平
さ
ん（
下

大
町 

75
歳
）
が
青
森
県
褒
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
は
、
統
計
調
査
員
と

し
て
50
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り

統
計
調
査
事
務
に
協
力
。
国
勢
調

査
11
回
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
調

査
に
従
事
し
ま
し
た
。
五
戸
町
統

計
研
究
会
、
三
戸
郡
統
計
協
会
の

会
長
と
し
て
統
計
思
想
の
普
及
、

新
人
調
査
員
の
指
導
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

三
浦
順
平
さ
ん　

県
褒
賞
受
賞

三
浦
順
平
さ
ん　

県
褒
賞
受
賞

三
浦
順
平
さ
ん　

県
褒
賞
受
賞

三
浦
順
平
さ
ん　

県
褒
賞
受
賞

か
ぐ
ら

東
京
五
戸
会
総
会

　

懐
か
し
い
味
と
郷
土
芸
能
満
喫

地
域
の
声
を
町
政
に

　
自
治
会
長
会
議

地
域
の
声
を
町
政
に

　
自
治
会
長
会
議

各
自
治
会
か
ら
の

主
な
質
問
・
要
望
と
回
答



問い合わせ先　役場住民課　国保班　ＴＥＬ ６２－２１１１　内線１１５～１１７

t

知っとこ！　みんなの国保 『高額療養費の支給』

●７０歳未満の方
同じ人が同じ月内に、同一医療機関に支払った自己負担額が、下表の限度額を超えた場合は、

その超えた分が申請するとあとから支給されます。
同じ世帯で、１か月につき２１，０００円以上の自己負担額を複数支払った場合、それらを合算し

て限度額を超えた分が申請するとあとから支給されます。

●７０歳以上７５歳未満（老人保健制度適用前）の方
同じ月の外来（個人単位）の自己負担限度額を適用後、世帯単位の自己負担限度額を適用し

ます。入院の場合、医療機関窓口での支払いは、世帯単位の限度額までとなります。

※低所得者Ⅰ・Ⅱの方は、入院の際に「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となりま
すので、国保窓口に申請してください。

入院の場合

　「限度額適用認定証」（上位所得者・一般）、「限度額適用・標準負担額減額認定証」（住
民税非課税世帯）を国保窓口で交付申請して、医療機関に提示することで、一医療機関
での支払いは、自己負担限度額までとなります。

区　　　分 ３回目まで ４回目以降※2

１５０，０００円

＋（医療費－５００，０００円）×１％

８０，１００円

＋（医療費－２６７，０００円）×１％

３５，４００円

８３，４００円

４４，４００円

２４，６００円

上位所得者※1

一　　　般

住　民　税

非課税世帯

自己負担限度額（月額）
※１　同じ世帯のすべての国保被保

険者の基礎控除後の総所得金
額が６００万円を超える世帯。
所得の申告がない場合も上位
所得者とみなされます。

※２　過去１２か月間に、同じ世帯で
の支給が４回以上あった場合
の、４回目以降の限度額

区　　　分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

４４，４００円

１２，０００円

平成２０年４月から

２４，６００円

８，０００円

８，０００円

２４，６００円

１５，０００円

８０，１００円

＋（医療費－２６７，０００円）×１％

【４回目以降　４４，４００円】

４４，４００円

平成２０年４月から６２，１００円

【４回目以降　４４，４００円】

一 定 以 上

所　得　者

一　　　般

低 所 得 Ⅱ

低 所 得 Ⅰ

自己負担限度額（月額）
●自己負担額の計算方法

・暦月ごとの計算
　（月の１日から末日まで）
・同じ医療機関ごとの計算
・旧総合病院の場合、診療科

ごとに計算
・医科と歯科、入院と外来は

別計算
・入院した時の食事代や差額

ベット代は対象外



y

毎日少しずつ体を動かし、元気な生活を　その１

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 毎日少しずつ体を動かし、元気な生活を　その１毎日少しずつ体を動かし、元気な生活を　その１９

“こたつで丸くなっていたい”と思う季節ですが、
体を動かさずにいると、骨や筋肉、関節などの機能が年齢以上に衰え、要介護状態を招く危険が!!

いつまでも元気に過ごすために、毎日少しずつ体を動かしましょう。

　　　　　　　簡単な　　　筋力トレーニング家の中でできる簡単な足腰の筋力トレーニング

●足の後ろ上げ
①両足を軽く開いてイスから少し離れて立ち、両手でイスの背をつかみ、

上体だけ45度に傾ける。
②ひざが曲がらないように片方の足をゆっくりと後ろに上げ、１秒間

静止し、ゆっくりと元の姿勢に戻す。左右交互に行う。

●つま先立ち
①両足を軽く開いてイスから少し離れて立ち、イスの背に手を置いて、

１、２、３、４でゆっくりとかかとを上げる。
②１、２、３、４でゆっくりとかかとをおろす。

●４分の１スクワット
①肩幅より少し広めに両足を開いて立ち、イスの背に手をそえて上体

をまっすぐにしたまま、１、２、３、４でひざを４分の１くらい曲
げて腰を落とす。

②１、２、３、４でひざを伸ばし、元の姿勢に戻す。ひざ頭はつま先
より前に出さないように。

　　※ひざを深く曲げすぎると腰やひざを痛めやすいので注意！

所得税・町県民税申告所得税・町県民税申告 要介護認定者の障がい者控除について
　所得税・町県民税の申告の際、本人または扶養親族などが「障がい者」に該当する場合、障がい
者控除として一定金額が所得から控除されます。
　控除を受けるには通常「障がい者手帳」などの提示が必要ですが、手帳を持っていない方でも、
次の要件に該当すると町長が認めるときは「障がい者控除対象者認定書」を交付します。税の申告
時にこの認定書を提出することにより、控除を受けることができます。

【要　件】
介護保険の要介護認定１～５の認定を受けて
いる65歳以上の方で、該当年の12月31日現在
の状態が次の基準に該当する方

【認定書の交付手続き】
認定書の交付を希望する方は、税の申告前に
あらかじめ役場介護保険課で交付手続きを
行ってください。（印鑑持参）

※所得税（町県民税）が課税されない年（年度）
は該当しません。
※障がい者手帳などをお持ちの方は、手帳を提
示して控除を受けてください。

※要介護認定を受けているからといって、必ず
しも対象になるとは限りません。

障がい者

特　　別
障がい者

①精神障がい２級～３級に準ずる方
②身体障がい３級～６級に準ずる方

①精神障がい１級に準ずる方
②身体障がい１～２級に準ずる方
③寝たきり老人

問い合わせ先　　役場介護保険課　　‡６２－７９５６（直通）



●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

u

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
１
月
）

●１１月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,259
（14,498）
12,664

（12,681）
33,391

（34,579）
19,899

（21,274）

12,523
（12,559）
12,281

（12,439）

12,364
（12,100）

14,546
（15,208）

15,573
（15,540）

12,562
（13,021）

11,951
（12,965）
12, 20
（12, 36）

12,300
（12,264）

17,368
（18,072）
12,161
（12,310）

12,511
（12,423）
12,188

（12,068）
12,979

（12,982）
12,634

（12,369）

12,630
（12,555）
12,330

（12,080）
14,990

（14,770）
12,350

（12,070）

11,770
（11,867）
11,744

（12,412）
15,227

（15,623）
14,997

（13,520）

11,726
（12,753）
12,408

（12,432）
15,956

（15,907）
13,410

（13,250）

皮膚科
12,219

（12,192）
12,350

（12,070）
11,801

（11,601）
12,350

（12,070）

110,303
（110,515）
114,485

（114,332）
181,831

（184,282）
134,027

（133,844）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11714
（11703）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

128

お
知
ら
せ

１
月
か
ら
は
月
・
火
・
木
・
土（
第
１
・
３
・
５
）曜
日
に
な
り
ま
す
。

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
診
療
日
が
変
わ
り
ま
す

〈
川
柳
〉

農
機
具
に
家
族
に
感
謝
暮
れ
結
ぶ

神
神
に
お
礼
供
え
て
年
を
越
す

日
溜
り
で
最
後
の
仕
事
干
し
菜
編
む

腹
巻
も
夜
に
は
肩
へ
所
替
え

〈
俳
句
〉

イ
チ
ョ
ウ
の
木
銀
杏
拾
う
婆
一
人

身
に
凍
み
る
三
寒
四
温
老
婆
の
風
邪

〈
短
歌
〉

孫
二
人
花
束
贈
呈
ご
満
悦

緊
張
し
て
は
笑
み
を
浮
か
べ
て

木
枯
ら
し
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
身
を
ま
か
せ

過
ぎ
さ
り
し
日
々
な
つ
か
し
思
う

清
水
寺
人
波
に
交
じ
り
手
を
合
わ
せ

音
羽
滝
に
並
び
て
水
飲
む
も
楽
し

初
霜
を
一
万
本
の
に
ん
に
く
の

芽
が
突
き
破
り
天
を
指
す
な
り

灯
油
高
値
年
金
ぐ
ら
し
の
老
二
人

こ
こ
ろ
燃
や
し
て
耐
え
る
ほ
か
な
し

　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

若
松
　
忠
雄
　（
下
モ
沢
向
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

上
市
川

中
　
区

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

副
院
長

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

塚
本
　
信
和

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

浦
上
千
佳
子

袴
田
真
理
子

丸
屋
信
一
郎

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日

　金
曜
日

　第
２
・
４
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　木
曜
日

　火
・
木
曜
日

廣
瀬
　
由
紀

　月
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

医
　
師

渡
部
　
晃
弘

診
　
療
　
科

た

き



五戸馬肉のポスター
“５６ばん” は当時の電話番号

昭和二十九年の県畜産共進会

i

№155

「
五
戸
地
方
の
馬
談
義
⑩

　
　
　
　
　
四
方
山
話（
下
）」

よ

も

や
ま

■
図
書
館
の
図
書
購
入
費
と
し
て

　
大
蔵
工
業
㈱
（
大
部
利
行

　
代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら

70
万
円

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

・
八
戸
信
用
金
庫
（
小
野
å
理

事
長
）
か
ら
20
万
円

・
つ
く
し
の
会
（
根
森
隆
雄
会

長
）か
ら
１
１
３
、８
０
９
円

・
葡
萄
酒
夜
会
に
遊
ぶ
（
岡
村

悦
雄
代
表
）
か
ら
１
９
、１

０
０
円

あ
た
た
か
い
善
意

あ
た
た
か
い
善
意

①
五
戸
馬
肉
の
由
来

　
大
正
時
代
、
肉
屋
は
高
橋
、
横

田
の
二
軒
だ
け
だ
っ
た
。

　
横
田
き
み
店
は
牛
肉
、
豚
肉
が

中
心
。
高
橋
徳
次
郎
・
セ
キ
夫
婦

の
高
橋
馬
肉
店
は
上
大
町
と
下
大

町
の
曲
が
り
角
に
あ
り
、
五
戸
市

日（
毎
月
七
、十
七
、二
十
七
日
）に

訪
れ
た
お
客
に
ソ
バ
や
馬
肉
か
や

き（
馬
肉
鍋
）を
食
べ
さ
せ
て
い
た
。

馬
肉
鍋
は
農
閑
期
に
よ
く
売
れ
た
。

　
今
か
ら
八
十
二
年
前
の
大
正
十

三
年
秋
、
向
か
い
の
料
理
屋
「
大

直
」
の
主
人
が
「
ど
う
だ
、
馬
肉

か
や
き
を
作
っ
て
お
客
様
に
売
っ

て
み
な
い
か
」
と
高
橋
の
お
婆
さ

ん
に
呼
び
か
け
た
。
顔
見
知
り
の

主
人
だ
っ
た
の
で
「
よ
し
、
や
っ

て
み
よ
う
か
」
と
商
売
を
本
格
的

に
始
め
た
。

　
当
時
の
お
店
屋
さ
ん
は
、
昼
食

に
豆
腐
の
煮
し
め
を
酒
の
肴
に
出

し
て
い
た
。
馬
肉
か
や
き
を
お
客

に
出
し
た
と
こ
ろ
、
受
け
て
売
れ

た
。｢

馬
肉
五
戸｣

の
名
が
上
が
っ

た
の
は
、
こ
の
お
婆
さ
ん
の
お
か

げ
で
あ
る
。

　
昭
和
初
期
、
上
大
町
の
稲
荷
神

社
近
く
に
移
転
。
戦
前
ま
で
は
今

と
は
逆
で
馬
肉
七
割
、
ご
ぼ
う
・

ね
ぎ
・
野
菜
三
割
で
汁
も
少
な
か

っ
た
。
そ
の
汁
が
馬
鹿
に
う
ま
い

と
好
評
を
博
し
た
。

②
馬
に
関
す
る
食
文
化

　
戦
後
、
五
戸
地
方
で
馬
肉
を
食

べ
る
客
が
増
え
、
そ
れ
が
今
で
も

続
い
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
馬
肉

の
刺
身
、
桜
肉
と
呼
ぶ
言
葉
が
流

行
し
始
め
、
五
戸
名
物
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
商
工
会
や
肉
屋
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
も
宣
伝
用
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。

　
高
橋
肉
屋
の
入
口
に
は
、
獅
子

文
六
の
紀
行
文
が
看
板
代
わ
り
に

掲
示
さ
れ
、
人
目
を
引
い
て
い
る
。

文
六
は
月
刊
誌
「
文
芸
春
秋
」
で

も
五
戸
を
紹
介
。｢

馬
肉
の
刺
身

を
舌
打
ち
し
て
食
べ
た｣

と
述
べ

て
い
る
。

　
芥
川
賞
作
家
の
倉
光
俊
夫
は
、

月
刊
誌
「
婦
人
朝
日
」
の
新
女
人

風
土
記
で
「
あ
え
て
お
ば
こ（
娘
）

と
い
わ
ず
、
み
ち
の
く
の
旅
の
感

激
は
美
人
と
青
森
県
五
戸
で
食
っ

た
刺
身
で
あ
っ
た
」
。
馬
肉
は
煮

て
よ
し
、
焼
い
て
よ
し
、
馬
肉
の

粕
漬
も
好
評
を
博
し
て
い
る
…
と

称
賛
し
て
い
た
。

③
三
笠
宮
が
共
進
会
視
察

　
今
か
ら
五
十
三
年
前
の
昭
和
二

十
九
年
九
月
十
六
日
「
三
笠
宮
殿

下
が
第
二
回
青
森
県
畜
産
共
進
会

視
察
の
た
め
来
町
。
五
戸
畜
協
で

軽
種
馬
、
農
耕
馬
、
役
用
牛
、
乳

用
牛
な
ど
の
ほ
か
、
石
沢
の
駒
踊

り
を
披
露
。
宮
様
は
興
味
深
く
御

覧
に
な
ら
れ
た
」
と
報
じ
た
。

　
ツ
キ
の
巨
木
に
囲
ま
れ
た
組
合

構
内
に
は
、
桜
が
十
数
本
植
え
ら

れ
、
そ
の
木
に
馬
や
牛
を
つ
な
い

で
い
た
。

　
小
笠
原
八
十
美
代
議
士
や
県
職

員
の
案
内
で
軽
種
馬
を
見
て
歩
い

た
。
筆
者
が
写
真
に
写
そ
う
と
二

メ
ー
ト
ル
近
く
寄
っ
た
時
、
警
察

署
長
に
襟
首
を
後
ろ
か
ら
捕
ま
え

ら
れ｢

も
っ
と
離
れ
ろ
!!｣

と
激
怒

さ
れ
た
が
、
振
り
切
っ
て
二
枚
写

し
た
記
憶
が
あ
る
。

　
一
般
町
民
は
事
故
防
止
の
た
め

三
メ
ー
ト
ル
以
上
離
す
よ
う
に
、

と
の
注
意
を
し
て
い
た
ら
し
い
。

給
仕
す
る
娘
さ
ん
は
三
代
前
の
血

統
や
病
気
の
な
い
人
が
対
象
と
聞

い
た
。
戦
後
間
も
な
い
時
代
で
あ

り
、
警
備
が
厳
し
か
っ
た
。

④
馬
の
彫
像

　
神
仏
彫
刻
で
は
、
浅
水
の
本
田

藤
太
郎
、
粒
ケ
谷
地
の
佐
々
木
武

男
ら
は
隠
れ
た
仏
師
の
一
人
で
、

川
村
宗
次
郎
、
豊
川
蛯
子
、
大
島

一
正
ら
と
も
親
交
が
深
か
っ
た
。

蓼
内
金
吉
（
七
戸
出
身
）
が
五
戸

八
幡
宮
の
彫
刻
を
担
当
し
た
時
、

佐
々
木
も
指
導
を
受
け
て
馬
の
木

像
を
彫
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
駒
形
神
社
の
ご
神
体
は
、

木
像
馬
や
西
洋
騎
馬
侍
（
鋳
造
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
み
ら
れ
る
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

た
て
な
い



o

雇
用

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指

導

員

募

集

募
集

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
追
加
募
集

暮
ら
し

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

情報ステーション

●
採
用
予
定
人
員
　
　
13
人
程
度

●
応
募
資
格

　
町
内
在
住
で
お
お
む
ね
50
歳
ま

で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
特
定
の
免
許
・
資
格
は
必
ず
し

も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
雇
用
期
間

　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

●
賃
　
　
金

・
児
童
に
か
か
わ
る
有
資
格
者

　（
教
員
・
保
育
士
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
時
給
８
０
０
円

・
そ
の
他
　
　
　
時
給
６
５
０
円

●
勤
務
時
間

・
月
〜
金

午
後
２
時
（
授
業
終
了
後
）
か

ら
６
時
ま
で

・
土
・
長
期
休
業

　
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

※
勤
務
日
は
交
代
制
。
日
祝
祭
日
、

お
盆
、
年
末
年
始
は
休
み
。

●
勤
務
先

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ（
五
戸
小
学

校
）▽
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ（
上
市

川
小
学
校
）▽
切
谷
内
児
童
ク

ラ
ブ（
旧
切
谷
内
保
育
所
）▽
石

沢
児
童
ク
ラ
ブ（
駒
踊
伝
承
館
）

▽
中
市
児
童
ク
ラ
ブ（
中
市
児

童
ク
ラ
ブ
館
）▽
又
重
児
童
ク

ラ
ブ（
又
重
児
童
ク
ラ
ブ
館
）▽

南
児
童
ク
ラ
ブ（
南
小
学
校
）

●
面
接
の
日
時
・
場
所

　
申
し
込
み
者
に
直
接
通
知

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
１
月
31
日（
木
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

申
込
書
・
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
役
場
福
祉
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
・
履
歴
書
は
役
場
福
祉

課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
５

　
今
年
度
実
施
し
た
地
域
の
う
ち
、

定
員
を
上
回
っ
た
地
域
に
つ
い
て

追
加
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
戦
没
者
の
遺
児

●
フ
ィ
リ
ピ
ン

○
実
施
時
期

　
平
成
20
年
３
月
５
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
３
月
12
日（
水
）ま
で

○
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
１
月
20
日（
日
）

●
中
国

○
実
施
時
期

　
平
成
20
年
３
月
21
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
３
月
29
日（
土
）ま
で

○
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
１
月
30
日（
水
）

●
参
加
費
用
　
　
10
万
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　
7
日
本
遺
族
会

　
℡
０
３ 

│ 

３
２
６
１ 

│ 

５
５
２
１

●
応
募
資
格

　
県
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

（
議
員
、
公
務
員
、
行
政
相
談
委

員
、国
や
市
町
村
の
モ
ニ
タ
ー
、

平
成
15
年
度
以
降
に
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
し
た
方
は
除
く
）

●
委
嘱
期
間

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
２
年
間

●
内
容

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答

　（
年
３
回
程
度
）

●
応
募
方
法

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
性

別
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
、
応
募
理
由
、
各
種
モ
ニ

タ
ー
の
経
験
、
携
帯
電
話
以
外

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
あ
れ
ば
）

を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
平
成
20
年
１
月
31
日（
木
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
当
日
消
印
有
効
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
〒
０
３
０ 

│ 

８
５
７
０

　
青
森
市
長
島
１
丁
目
１ 

│ 

１

　
青
森
県
政
策
調
整
課

　
県
政
モ
ニ
タ
ー
係

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
１
３
８

　
　koho@

pref.aom
ori.lg.jp

○
深
夜
作
業
に
ご
理
解
を

　
除
排
雪
作
業
は
、
交
通
渋
滞
を

引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
交
通
量

の
少
な
い
夜
間
・
早
朝
に
行
わ
れ

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
30
ｍ
以
内
に
近
寄
ら
な
い

　
除
雪
車
は
重
機
械
で
あ
り
、
前

後
約
10
ｍ
は
死
角
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
雪
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る

砕
石
・
ガ
ラ
ス
な
ど
が
飛
び
散
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
作
業
中

の
除
雪
車
の
30
ｍ
以
内
に
は
近
寄

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
路
上
の
駐
停
車
は
除
雪
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。決
め
ら
れ
た
場
所
以

外
で
の
駐
停
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　
除
雪
車
で
寄
せ
た
雪
を
道
路
に

返
し
た
り
、
自
分
の
敷
地
に
降
っ

た
雪
を
道
路
に
捨
て
る
と
、
ワ
ダ

チ
や
で
こ
ぼ
こ
の
原
因
に
な
り
交

通
障
害
や
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
み
だ
り
に
道
路
に
雪
を
捨
て
る

こ
と
は
道
路
交
通
法
な
ど
に
違
反

し
、
罰
則
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

雪
は
、
指
定
の
雪
捨
て
場
に
捨
て

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
４
３

6

至市街

東北メディカル学院

まきば温泉

工業団地

ひばり野公園

雪捨て場
（苗代沢町有地）

至
国
道
４
号

至
志
戸
岸

五
戸
中



!0

町
有
地
を
売
払
い
し
ま
す

土
地

町
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

選
挙

平
成
19
年
度
五
戸
中
学
校
同
窓
会

催
し

産
業
別
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

労
働

指
名
願
い

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務

組
合
「
指
名
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
」
受
付

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

「
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
」
受
付

　立食形式でホテルの本格料理を堪能し

ながら、会話をお楽しみいただけます。

日　時　平成２０年３月９日（日）１５：００～

会　場　八戸プラザホテル
　　　　プラザアーバンホール

対　象　独身２５歳以上の男女各２０人（予約制）

参加費　男性５，０００円　女性２，０００円

　参加ご希望の方は２月29日（金）まで
にＮＰＯ法人少子高齢化対策支援協議会

（2０１９－６３４－１２３７　　ｎｐｏ＠ｎｐｏ－ｎｐｏ．
ｏｒｇ）へお申し込みください。
　問い合わせは、同協議会または役場企
画振興課（2６２－２１１１内線２３５）まで。

共催　ＮＰＯ法人少子高齢化対策支援協議会　五戸町

ビュッフェ出逢いパーティービュッフェ出逢いパーティー
～春の訪れとともに素敵な出逢い～
2008

情報ステーション

　
町
で
は
、
施
設
廃
止
な
ど
に
よ

っ
て
不
要
に
な
っ
た
次
の
土
地
を

個
人
ま
た
は
法
人
の
方
々
に
活
用

し
て
も
ら
う
た
め
、
一
般
競
争
入

札
に
よ
る
売
払
い
を
行
い
ま
す
。

①
大
字
上
市
川
字
前
田
27 

│ 

６

　
宅
地
１
５
２
・
90
㎡

　（
予
定
価
格
１
４
２
万
円
）

②
大
字
切
谷
内
字
淋
代
16 

│ 

１

　
宅
地
１
、４
９
９
・
21
㎡

　（
予
定
価
格
５
４
０
万
円
）

③
字
根
岸
８ 

│ 

１

　
宅
地
３
８
７
・
32
㎡

　（
予
定
価
格
１
５
１
万
円
）

●
案
内
書
等
交
付

　
平
成
20
年
１
月
15
日（
火
）か
ら

●
入
札
参
加
申
し
込
み
期
間

　
平
成
20
年
１
月
21
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
１
月
31
日（
木
）ま
で

●
入
札

　
平
成
20
年
２
月
７
日（
木
）

　
午
後
２
時

　
役
場
３
階
第
１
・
２
委
員
会
室

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
役
場
財
政
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
１
（
直
通
）

　
任
期
満
了
に
伴
う
、
町
議
会
議

員
一
般
選
挙
（
平
成
19
年
２
月
17

日
投
票
）
の
立
候
補
予
定
者
に
対

す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

●
日
時

　
平
成
20
年
１
月
17
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分

●
場
所

　
役
場
３
階
第
１
・
２
委
員
会
室

●
問
い
合
わ
せ
先

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
４

●
申
請
区
分
お
よ
び
有
効
年
度

・
物
品
の
製
造
請
負
・
売
買
、
役

務
提
供
な
ど

　
平
成
20
・
21
年
度
分

・
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

　
平
成
20
年
度
分
（
19
年
２
月
に

申
請
し
た
方
は
不
要
で
す
）

●
提
出
書
類

　
統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様

式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

●
受
付
期
間

　
平
成
20
年
１
月
15
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
15
日（
金
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

　
℡
０
１
７
６ 

│ 

20 

│ 

８
１
０
０

●
申
請
区
分
お
よ
び
有
効
年
度

・
物
品
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
平
成
20
年
度
分
（
19
年
２
月
に

申
請
し
た
方
は
不
要
で
す
）

・
建
設
工
事
　
平
成
20
年
度
分

●
提
出
書
類

　
統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様

式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

●
受
付
期
間

　
平
成
20
年
１
月
15
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
15
日（
金
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
事
務
局
　
総
務
係

　
℡
０
１
７
６ 

│ 

55 

│ 

２
１
７
８

●
対
　
象

現
五
戸
中
・
旧
五
戸
中
・
旧
浅
田

中
・
旧
手
倉
橋
中
・
旧
野
沢
中
手

倉
橋
分
校
・
旧
豊
崎
中
・
旧
豊
間

内
中
・
旧
蛯
川
中
の
卒
業
生

●
日
時
お
よ
び
場
所

　
平
成
20
年
１
月
19
日（
土
）

　
ア
ピ
ル
五
戸

▽
定
期
総
会
午
後
６
時
か
ら

▽
懇
親
会
午
後
６
時
45
分
か
ら

（
会
費
３
、０
０
０
円
）

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
１
月
15
日（
火
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
五
戸
中
学
校
℡
62 

│ 

２
２
２
８

　
青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

平
成
19
年
12
月
21
日
か
ら
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
鉄
鋼
業
　
　
　
　
　
７
４
１
円

○
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
製
造
業
　
　
　
　
６
８
１
円

○
各
種
商
品
小
売
業
　
６
７
６
円

○
自
動
車
小
売
業
　
　
７
１
３
円

　
右
記
以
外
は
青
森
県
最
低
賃
金

（
６
１
９
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
労
働
局
　
賃
金
室

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

４
１
１
４



　自分の経営を正しく判断するためには、複式簿記の記帳がとても大切。税制面でも大きなメリットがあります。
　独学で複式簿記をマスターすることは難しいものです。グループで学習できるこの機会に、ぜひチャレン
ジしてみませんか。

●必 要 な も の　計算機、筆記用具、パソコン（持参可能な方）、各伝票、レシート、領収書など
●申し込み方法　各講座の３日前までに、電話で申し込みください。
●問い合わせ・申し込み先　三八地域県民局普及指導室　担当：加藤　℡２７－５１１１（内線２２４）
　　　　　　　　　　　　　役場農林課　　　　　　　　担当：酒井　℡６２－２１１１（内線４１６）

!1

農 業 簿 記 研 修 会　～パソコンを活用した複式簿記記帳～

健
康

ひ
ろ
げ
る
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ひ
ろ
げ
よ
う
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

農
業

農
地
の
買
い
手
・
借
り
手
募
集

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
に
つ
い
て

①複式簿記基礎講座　　「複式簿記の理論と演習」
　期日：１月７日（月）～８日（火）　場所：八戸市農業交流研修センター

②パソコン簿記基礎講座「パソコン（簿記ソフト）の基本操作」
　期日：１月９日（水）～10日（木）　場所：八戸市農業交流研修センター

③パソコン簿記実践講座「研修参加者の実際の簿記記帳（Ｈ１９年分）」
・八戸会場　期日：１月11日（金）・15日（火）・21日（月）・22日（火）・28日（月）、
　　　　　　　　　２月４日（月）・12日（火）・13日（水）のうち任意の日
　　　　　　場所：八戸合同庁舎４階大会議室
・五戸会場　期日：１月16日（水）～18日（金）、２月５日（火）～７日（木）のうち任意の日
　　　　　　場所：倉石コミュニティセンター　

時間は各講座とも
10時～16時

※初めての方は、
必ず①②に出席
してください。
③は以前に研修
を受けた方が対
象です。

情報ステーション

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
冬
か
ら
春

先
に
か
け
て
流
行
し
、
短
期
に
小

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
膨
大
な
数
の

人
を
巻
き
込
み
ま
す
。
予
防
に
は

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
有
効
で
す
が
、

ほ
か
に
も
①
流
行
時
は
人
ご
み
を

避
け
る
②
十
分
な
栄
養
や
休
息
③

外
出
時
の
マ
ス
ク
や
帰
宅
時
の
う

が
い
・
手
洗
い
が
効
果
的
で
す
。

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

○
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
に
は
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ

え
、
ほ
か
の
人
か
ら
顔
を
そ
む

け
１
ｍ
以
上
離
れ
る
。

○
鼻
汁
・
た
ん
な
ど
を
含
ん
だ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
、
す
ぐ
に
ふ
た
付

き
の
廃
棄
物
箱
に
捨
て
ら
れ
る

環
境
を
整
え
る
。

○
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の

着
用
を
促
す
。

○
マ
ス
ク
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
、
正
し
く
着
用
す
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
衛
生
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
８
（
直
通
）

●
買
い
手
募
集

・
大
字
上
市
川
字
善
浪
33 

│ 

34

　
　
　
　
　
畑
　
６
、４
８
８
㎡

・
同
所
　
　
　
字
外
ノ
沢
１
３
１

　
　
　
　
　
畑
　
１
、７
９
７
㎡

・
同
所
　
　
　
　
　
　
　
１
３
２

畑
　
１
、８
７
８
㎡

●
借
り
手
募
集

・
大
字
倉
石
中
市
字
栗
ノ
木
34

　
　
　
　
　
畑
　
４
、４
５
１
㎡

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
１
月
18
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
１

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

10
日
ま
で
に
「
農
業
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
」
を
農
家
の
皆

さ
ん
か
ら
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
申
請
書
に
基
づ
い
て
農
業
委

員
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
請
書
を
提
出
し
て
い
な
け
れ

ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
資
格
の
あ

る
方
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
資
格

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
20
歳
以

上
（
昭
和
63
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）
で
次
の
②
ま
た
は
③

に
該
当
す
る
方

②
10
ａ
（
一
反
歩
）
以
上
の
農
地

を
耕
作
す
る
農
業
経
営
者

③
②
と
同
居
す
る
親
族
・
配
偶
者

で
、
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
方

●
申
請
書
の
配
布
・
回
収
方
法

・
農
事
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

　
農
事
組
合
長
を
通
じ
て
12
月
中

に
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
農
事

組
合
長
の
指
定
す
る
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
農
事
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
方

　
個
々
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
農
業

委
員
会
事
務
局
（
倉
石
分
庁
舎
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
資
格
が
あ
る
方
で
申
請
書

が
配
布
さ
れ
な
い
場
合
は
、
左

記
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
２



フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
五
戸
町

主
催
／
ま
ち
づ
く
り

▲デーリー東北新聞社賞

古舘正彦「残雪の戸来岳」

▲東奥日報社賞

新井田壽弘「のどかな一日」

▲五戸町文化協会会長賞

中田盛雄  「ふるさとの山はありがたきかな」

t
五
戸
町
観
光
協
会
会
長
賞

宮
彰
男 

「
五
戸
町
ま
つ
り  

ひ
ょ
っ
と
こ
」

s
町
民
賞

金
澤
睦
雄
「
五
月
の
風
」

さ
つ
き

▲五戸町商工会会長賞

大沢公子

「平成五戸町　一番好きな所」

▲町民賞

小泉布見子「仲良しトンボ」▲五戸町文化協会会長賞

古舘教子「天満天神宮入口」

※各賞は、作品の優劣や序列を

※敬称略
表すものではありません。

G
-F

ive D
oor

!2

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，８９７人　（－１５）

　女　１０，６１２人　（－１９）

総人口２０，５０９人　（－３４）

世帯数１６，９３３世帯（－７）

平成19年12月１日現在

この広報紙は古紙を配合した紙を使用しています



って、なに？

● ＢＣＧ接種

　 ６か月児健康相談（19年７月生）

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

所得税の確定申告期間　２月１日～３月１７日

相続登記はお済みですか月間
２月中は県内各司法書士事務所で相続登記の無料相談受付（要予約）

省エネルギー月間

１

２

３

４

５

６

月

火

７

８

９

金

水

月

火

水

木

金

土

日

土

木

金

土

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００８年

平成２０年
２月

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～ 倉石コミュニティセンター
10：00～ 町立公民館　小ホール● 町長と地域住民との懇話会

10：00～ 瑞穂館● 町長と地域住民との懇話会

13：30～16：00 社会福祉センター● 人権相談

　 ３歳児健康審査（16年10・11月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

12：20～12：50受付 総合病院

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（文集づくり） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

　 10か月児健康相談（19年４月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

建国記念の日

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 町長と地域住民との懇話会　10：00～浅水活性化センター　13：30～豊間内地区コミュニティセンター

　「確定申告」とは、１年間の所得金額とそれに対する所得税額を計算し、翌年３月１５日（今年度は３月１７日）
までに確定申告書を提出して、予定納税額や源泉徴収税額の過不足額を精算するための手続きです。
　給与所得者は、給与支払者が源泉徴収と年末調整手続きをして税額を精算するので通常、確定申告は不要です
が①主たる給与以外の所得が年額２０万円を超える人※②年末調整ですることのできない控除を受ける場合③そ
の年の給与受給額が２千万円を超える人などは、確定申告が必要です。 

※２０万円以下でも、主たる給与以外の所得がある方は、町県民税の申告が必要です。

確定申告確定申告確定申告って、なに？って、なに？

◆確定申告書作成会場◆

● 八戸商工会館1

2/ 1（金）～3/17（月）

問 八戸税務署143－0141

●開設時間
9：00～16：00（土日祝日を除く）
※昼休み時間帯は、申告書の受付用紙の配布教務を行っています。

●対象税目
所得税(譲渡所得を含む) 、消費税および地方消費税、贈与税の申告書作成 

● 町内の各会場2

2/12（火）～3/17（月）

問 役場税務課162－2111

●受付時間
午前 9：00～11：00　午後 13：00～15：00（土日祝日を除く）

●対象税目
平成２０年度町県民税の申告相談、平成１９年分所得税の申告書作成
※上記①の会場で所得税の確定申告をした方、郵送・インターネットなどで税務署に
　申告書を提出した方は、町県民税の申告は必要ありません。 

月　日 曜 会　場対象地区 月　日 曜 会　場対象地区

２月１２日 火

瑞 穂 館

町立公民館

浅水活性化

センター

倉石コミュニティ

センター

石呑 博労町・石沢（倉石）

博労町

博労町

蛯川・根前

兎内・志戸岸

下新井田・岩ノ脇・豊間内

下大町

下大町・新町

新町

ひばり野

上大町・荒町

川原町・ひまわり

１３日 水 切谷内

１４日 木 大森・大久木・佐野・粒ケ谷地

１５日 金 菖蒲川・北市川

１８日 月 下区・池ノ堂

１９日 火 上区・中区

２０日 水 扇田・野沢・北向（浅水）・関口

２１日 木 浅水下・下豊川・上豊川

２２日 金 浅水上・手倉橋・荷軽井

２５日 月

２月２９日 金

３月３日 月

４日 火

５日 水

６日 木

７日 金

１０日 月

１１日 火

１２日 水

１３日 木

１４日 金

１７日 月

中市

２６日 火
浦田・向平・松山・小渡・水上・横倉
大久保・清駒・槍沢・鳥沼新田・一ノ坪
風原平・木戸場

２７日 水
山田・太田・谷地中・北向（倉石）
沼沢・鎗水

２８日 木 舘町・宮台・森冬・古川代・平成

※上記期間中は、八戸税務署および役場での申告受付はしませんのでご注意くだ
さい。

※自宅で申告書が作成できる国税庁ホームページ『確定申告書等作成コーナー』や
『オンラインでらくらく』イータックスもご利用ください。なお、イータックス
の利用には『住民基本台帳カード』が必要です。カードは役場住民課で交付して
いますが、発行まで２～３週間かかりますので、お早めにご用意ください。 

◆個人の申告・納税期限◆

申告所得税 ３月１７日（月）

３月１７日（月）

３月３１日（月）消費税および地方消費税

贈与税 



　 Hot Center あ･そ･ぼ　10：00～12：00　町立公民館　● みんなの保健室　13：00～15：00　役場保健衛生課

　 10か月児健康相談（19年３月生）

　 ３か月児健康診査（19年９月生）

　 ６か月児健康相談（19年６月生）

● 三種混合　　　　　　予防接種

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

日 記念日等

家庭の日

行　　事　　等

はたちの献血キャンペーン（～２月）
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月
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水

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００８年

平成２０年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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28 月

31

29

30

水

火

木

水

記念日等日 行　　事　　等

13：30～16：00 社会福祉センター● 行政相談

12：20～12：50受付 総合病院● 三種混合　　　　　　予防接種

● 町民大学講座（倉石・浅田・豊間内・川内）
● 町議会議員一般選挙立候補予定者説明会 13：30～15：00 役場

13：30～15：00 倉石コミュニティセンター

● ２歳６か月児健康相談（17年７月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● １歳６か月児健康診査（18年６・７月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

13：30～15：00 町立公民館● 町民大学講座（中央）

● ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

12：20～12：50受付 総合病院● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

今月の納期

納期限 1月31日（木）

国民健康保険税

介　護保険料

第４期

第４期

毎月第３日曜日は�

　　「家庭の日」です

家庭の日には�
●家族みんなで話し合いましょう�
●家族みんなで楽しみ合いましょう�
●家族みんなで協力し合いましょう�

青森県・青少年育成青森県民会議

１１
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休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休休

休

休

役場・各支所
総合病院
倉石診療所
町立公民館
ドーム
スポーツ交流センター
倉石スポーツセンター

町

図

書

館

五
戸
・
新
郷
の
方

そ
れ
以
外
の
方

収

集

搬

入

斎 場 ご み

● ＢＣＧ接種

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 裸参り　0：00　稲荷神社～神明宮～八幡宮

● 五戸町新春マラソン大会　　  9：00～12：00　ひばり野公園

● 五戸町表彰式・年賀交換会　 11：00～　　　　町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

● 五戸町成人式 13：00～17：00 式典：町立公民館
祝賀パーティー：アピル五戸

13：00～15：00 町立公民館

五戸ドーム

● 自衛官募集説明会

● フットベースボール交流大会  8：45～15：00

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談
13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

12：20～12：50受付 総合病院

14：00～15：00 町図書館児童コーナー

12：20～12：50受付 総合病院

● お話会

10：00～12：00

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

　 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

町立公民館

元日

成人の日

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

19：30～12：30　役場

14：00～16：00　倉石分庁舎

１月21日（月）

● 献血 上記参照



　 Hot Center あ･そ･ぼ　10：00～12：00　町立公民館　● みんなの保健室　13：00～15：00　役場保健衛生課

　 10か月児健康相談（19年３月生）

　 ３か月児健康診査（19年９月生）

　 ６か月児健康相談（19年６月生）

● 三種混合　　　　　　予防接種

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

日 記念日等

家庭の日

行　　事　　等
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このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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記念日等日 行　　事　　等

13：30～16：00 社会福祉センター● 行政相談

12：20～12：50受付 総合病院● 三種混合　　　　　　予防接種

● 町民大学講座（倉石・浅田・豊間内・川内）
● 町議会議員一般選挙立候補予定者説明会 13：30～15：00 役場

13：30～15：00 倉石コミュニティセンター

● ２歳６か月児健康相談（17年７月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● １歳６か月児健康診査（18年６・７月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

13：30～15：00 町立公民館● 町民大学講座（中央）

● ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

12：20～12：50受付 総合病院● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

今月の納期

納期限1月31日（木）

国民健康保険税

介　護保険料

第４期

第４期

毎月第３日曜日は�

　　「家庭の日」です
家庭の日には�
●家族みんなで話し合いましょう�
●家族みんなで楽しみ合いましょう�
●家族みんなで協力し合いましょう�

青森県・青少年育成青森県民会議
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総合病院
倉石診療所
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● ＢＣＧ接種

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 裸参り　0：00　稲荷神社～神明宮～八幡宮

● 五戸町新春マラソン大会　　  9：00～12：00　ひばり野公園

● 五戸町表彰式・年賀交換会　 11：00～　　　　町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

● 五戸町成人式 13：00～17：00 式典：町立公民館
祝賀パーティー：アピル五戸

13：00～15：00 町立公民館

五戸ドーム

● 自衛官募集説明会

● フットベースボール交流大会  8：45～15：00

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談
13：30～14：30 町図書館視聴覚室● 新春子どもアニメ映画会

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

12：20～12：50受付 総合病院

14：00～15：00 町図書館児童コーナー

12：20～12：50受付 総合病院

● お話会

10：00～12：00

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

　 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

町立公民館

元日

成人の日

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

19：30～12：30　役場

14：00～16：00　倉石分庁舎

１月21日（月）

● 献血 上記参照



って、なに？

● ＢＣＧ接種

　 ６か月児健康相談（19年７月生）

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

所得税の確定申告期間　２月１日～３月１７日

相続登記はお済みですか月間
２月中は県内各司法書士事務所で相続登記の無料相談受付（要予約）

省エネルギー月間

１

２

３

４

５

６

月

火

７

８

９

金

水

月

火

水

木

金

土

日

土

木

金

土

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００８年

平成２０年
２月

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～ 倉石コミュニティセンター
10：00～ 町立公民館　小ホール● 町長と地域住民との懇話会

10：00～ 瑞穂館● 町長と地域住民との懇話会

13：30～16：00 社会福祉センター● 人権相談

　 ３歳児健康審査（16年10・11月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

12：20～12：50受付 総合病院

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（文集づくり） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

　 10か月児健康相談（19年４月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

建国記念の日

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 町長と地域住民との懇話会　10：00～浅水活性化センター　13：30～豊間内地区コミュニティセンター

　「確定申告」とは、１年間の所得金額とそれに対する所得税額を計算し、翌年３月１５日（今年度は３月１７日）
までに確定申告書を提出して、予定納税額や源泉徴収税額の過不足額を精算するための手続きです。
　給与所得者は、給与支払者が源泉徴収と年末調整手続きをして税額を精算するので通常、確定申告は不要です
が①主たる給与以外の所得が年額２０万円を超える人※②年末調整ですることのできない控除を受ける場合③そ
の年の給与受給額が２千万円を超える人などは、確定申告が必要です。 
※２０万円以下でも、主たる給与以外の所得がある方は、町県民税の申告が必要です。

確定申告確定申告確定申告って、なに？って、なに？

◆確定申告書作成会場◆

● 八戸商工会館1

2/ 1（金）～3/17（月）

問 八戸税務署143－0141

●開設時間
9：00～16：00（土日祝日を除く）
※昼休み時間帯は、申告書の受付用紙の配布教務を行っています。

●対象税目
所得税(譲渡所得を含む) 、消費税および地方消費税、贈与税の申告書作成 

● 町内の各会場2

2/12（火）～3/17（月）

問 役場税務課162－2111

●受付時間
午前 9：00～11：00　午後 13：00～15：00（土日祝日を除く）

●対象税目
平成２０年度町県民税の申告相談、平成１９年分所得税の申告書作成
※上記①の会場で所得税の確定申告をした方、郵送・インターネットなどで税務署に
　申告書を提出した方は、町県民税の申告は必要ありません。 

月　日 曜 会　場対象地区 月　日 曜 会　場対象地区

２月１２日 火

瑞 穂 館

町立公民館

浅水活性化

センター

倉石コミュニティ

センター

石呑 博労町・石沢（倉石）

博労町

博労町

蛯川・根前

兎内・志戸岸

下新井田・岩ノ脇・豊間内

下大町

下大町・新町

新町

ひばり野

上大町・荒町

川原町・ひまわり

１３日 水 切谷内

１４日 木 大森・大久木・佐野・粒ケ谷地

１５日 金 菖蒲川・北市川

１８日 月 下区・池ノ堂

１９日 火 上区・中区

２０日 水 扇田・野沢・北向（浅水）・関口

２１日 木 浅水下・下豊川・上豊川

２２日 金 浅水上・手倉橋・荷軽井

２５日 月

２月２９日 金

３月３日 月

４日 火

５日 水

６日 木

７日 金

１０日 月

１１日 火

１２日 水

１３日 木

１４日 金

１７日 月

中市

２６日 火
浦田・向平・松山・小渡・水上・横倉
大久保・清駒・槍沢・鳥沼新田・一ノ坪
風原平・木戸場

２７日 水
山田・太田・谷地中・北向（倉石）
沼沢・鎗水

２８日 木 舘町・宮台・森冬・古川代・平成

※上記期間中は、八戸税務署および役場での申告受付はしませんのでご注意くだ
さい。

※自宅で申告書が作成できる国税庁ホームページ『確定申告書等作成コーナー』や
『オンラインでらくらく』イータックスもご利用ください。なお、イータックス
の利用には『住民基本台帳カード』が必要です。カードは役場住民課で交付して
いますが、発行まで２～３週間かかりますので、お早めにご用意ください。 

◆個人の申告・納税期限◆

申告所得税 ３月１７日（月）

３月１７日（月）

３月３１日（月）消費税および地方消費税

贈与税 


